
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市議会では毎年５月に議会人事を刷新してい

ます。これに合わせて、私達の会派「明るいみら

い大和」も合わせて会派人事を行いました。 

今年度の会派代表には私が選出され、会派代表

を務めるのは議員７年目で５度目となります。 

これまでの経験を活かして、さらなる議会改革

に全力で取り組んでまいります。今後とも変わら

ぬご支援をどうぞ宜しくお願いいたします。 

 

 

  

 

大和市議会議員  あかみね太一 （３６） 
【プロフィール】昭和 55 年 11 月 27 日生まれ。   【討議資料】 

平成２７年、政党や組織の支援を一切受けずに大和市議会議員選挙に

挑戦し二期目の当選を果たす。議員活動を行いながら通信制の大学で

福祉を学び、さらに福祉関連資格の取得にも挑戦している。 

妻とダウン症の９歳の娘、５歳の長男と３歳の次男の５人家族。桜ヶ

丘在住。防災士としても活動を展開中。 

【発行・連絡先】あかみね太一ｔｅｌ＆ｆａｘ ０４６－２６８－８３３０ 

〒242-0024 神奈川県大和市福田６－１３－１フジコーポ福田３０１ 

 

  

■１年ぶり５度目の会派代表に 

 

 

 

◇明るいみらい大和  （会派代表）   赤嶺太一 

◇議会運営委員会 （副委員長） 赤嶺太一     ◇総務常任委員会      佐藤議員  

◇厚生常任委員会 （副委員長）    町田議員  

◇文教市民経済常任委員会 （委員長）   古谷田議員  

◇環境建設常任委員会         赤嶺太一  

◇基地対策特別委員会         佐藤議員  

◇議会報編集委員会          町田議員  

◇基地対策協議会委員  古谷田議員  

◇農業委員会委員        古谷田議員  

◇平和都市事業推進実行委員会委員  古谷田議員  

◇広域大和斎場組合議会議員    古谷田議員     

◇県道丸子中山茅ヶ崎線道路整備促進協議会委員      赤嶺太一     

◇相模原二ツ塚線及び水窪座間線建設促進協議会委員  町田議員   

 

町田零二  赤嶺太一   佐藤正紀  古谷田力 

会派 明るいみらい大和 

所属議員 

 



 

 
 

「みねスクエア」とは、自由に意見交換を行う少人

数の座談会です。予約や連絡、参加費用は必要あり

ません。ぜひご気軽にご参加下さい。 
●第８８回みねスクエア 
６月１１日(日)１６：００～１７：００ 
場所：渋谷学習センター  ３０７会議室 
●第８９回みねスクエア  
７月２３日(日)１６：００～１７：００ 
場所：桜丘学習センター  １０３和室 
●第９０回みねスクエア  
８月２７日(日)１６：００～１７：００ 
場所：桜丘学習センター  ２０２講習室 
公務や学校等により日程が変更になる場合があ
ります。恐れ入りますが参加される際はホームペ
ージなどでご確認下さい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

あかみね太一は３６歳になりました 

 時の流れは早いもので、気がつくと３６歳になりました。思い起

こせば、３０歳で市議会議員に立候補、娘の心臓手術、長男と

次男の誕生など、多くの出来事がありました。この６年間を支え

ていただいた多くの皆様に改めて感謝を申し上げます。 

メールアドレス  info@akamine.tv 

ツイッター    ＠ａｋａｍｉｎｅｍｉｎｅ 

電話・Ｆａｘ    046-268-8330 
（恐れ入りますが、不在も多いので、ｆａｘやメールのほうが助かります） 
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 大和市議会には、他の地方議会にはあまり無い珍しいルールがあります。それが「全会一致の原則」です。簡単

に言うと「ある会議に出席している議員が全員賛成しなければ成立しない」というもので、評決を行う議員に一人

でも反対がいれば、その案件は先送り、もしくは廃案になるというものです。 

 これまで、多くの議会改革案がこの「全会一致の原則」に実現を阻まれ、さらに前期に成立した議会基本条例の

条文検討の際には条項案の一部が意見の一致を見ずに削除されるということがあり、今現在においてもこの「全会

一致の原則」が大和市議会に大きな影響を及ぼしています。 

 私はこれまで、全会一致の原則を早急に見直す必要があると訴えきました。ではなぜ、全会一致という基本的な

合意形成の在り方を見直すべきなのでしょうか。それは多くの議員が実施すべきだと考えていることが、少数の議

員による反対で不可能となるからです。わかりやすく言うと、大和市議会の定数２８名のうち、２６名が賛成して

いる案あっても２名の反対により全会一致とならず、実現できなくなります。 

 私は実際に「全会一致の原則の見直し」をこれまで複数回にわたり議会で提案をさせていただきましたが、少数

の反対により全会一致とならず、見直しの議論が進むことはありませんでした。 

 しかし、議会改革実行委員会に私達が提案していた「全会一致の見直し」は、全会一致による決定方法ではなく、

多数決による採決を行うべきであるという私の提案が採用され、採決の結果、賛成７反対２となり、全会一致の原

則見直しの議論が議会で進められることになりました。 

 大和市議会の改革をより進めていくために、避けて通ることのできない道がようやく見えてきたという気がしま

す。これからもしっかり議会改革を進めてまいります。 

  

■「全会一致の原則」とは 

 

 

出張防災講習を行います！ 

皆様からのご要望にお応えして、防災士の私達が無料で出張

防災講習を行います。少人数でもかまいません。 

機材はこちらで用意いたします。気軽にお問い合わせ下さい。 

あわせて皆様からの様々なご意見をお待ちしております。 

メールアドレス  info@akamine.tv 

ツイッター    ＠ａｋａｍｉｎｅｍｉｎｅ 

電話・Ｆａｘ    046-268-8330 
（恐れ入りますが、不在も多いので、ｆａｘやメールのほうが助かります） 
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